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しこ＼青く1白露（視力検査，島門小学校で

（巫三三∋（譜謹譜） 、＊10月、11月　の税金＊

町　県　民　税（第3期）
納期限10月31日（金）まで

国民健康保険税（第3期）
納　　期11月17日（月）－12月1日（月）まで

税金は　より良いくらしに　役立つ資源　（遠賀南中学校1年　森園雅美さん）
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諒轟

好
天
に
恵
ま
れ
た
…
…
と
は
ち
ょ
っ
と
言

い
に
く
い
秋
空
の
下
、
総
会
連
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
町
内
か
ら
二
十
一
地
区
が
参

加
し
て
、
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

盤
大
に
第
二
十
一
回
遠
賀
町
民
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
昨
年
優
勝
の
松
ノ
本
チ
ー
ム

法
被
姿
の
応
援
団
が
登
場
し
、
リ
ー
グ

）
－
の
笛
と
区
民
の
手
拍
子
に
合
せ
て
三

・
三
・
七
拍
子
を
ど
で
気
勢
を
あ
げ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
選
手
た
ち
に
圧
力
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

入
場
門
で
順
番
を
待
つ
選
手
た
ち
は
、

い
さ
さ
か
緊
張
し
た
よ
う
す
で
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
か
ら
は
更
に
硬
い
表
情
と

な
り
ス
タ
ー
ト
の
合
図
を
待
ち
ま
す
。
ス
タ

ー
ル
は
自
分
の
希
望
を
ん
ぞ
わ
か
っ
て
く
れ

ず
右
側
に
こ
ろ
が
り
、
ダ
ポ
ダ
ボ
の
長
靴
は

す
っ
ぽ
抜
け
て
左
に
飛
ぶ
会
ど
し
て
、
会
場

か
ら
は
大
き
会
笑
い
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た。
各
地
区
の
テ
ン
ト
の
前
で
は
、
そ
ろ
い
の

な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
の
皆
さ
ん
、
役
員

の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

か
ら
佑
膀
旗
の
返
還
が
あ
っ
た
後
、
松
ノ
本

の
鴫
立
陽
一
君
が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。
競
技
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体
を
ほ

ぐ
し
て
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
番
の
「
ポ

ー
ル
け
り
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
く
「
雨

靴
キ
ッ
ク
」
は
ダ
ボ
ケ
ボ
の
長
靴
で
ラ
グ
ビ

ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
競
技
で
す
。
蹴
ら
れ
た
ポ

ー
ト
後
は
地
一
語
地
区
の
声
援
を
背
に
受
け
、
一

廼
叫
の
力
走
で
す
が
、
転
倒
や
失
格
を
ど
も

出
て
、
こ
れ
ま
た
会
場
一
体
と
在
っ
て
盛
り

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
一
日
行
わ
れ
た
競
技

の
結
果
、
総
合
優
勝
は
昨
年
、
一
昨
年
に

続
い
て
松
ノ
本
チ
ー
ム
が
、
造
優
勝

に
は
尼
崎
チ
ー
ム
、
三
位
は
浅
木

チ
ー
ム
が
入
り
、
表
彰
式
で
は
盛
大



反則金の金額

改　正 ����現　行 

大型 �普通 �二蛤 �原イ寸 � 

25 �18 �15 �12 �（現行は前金） 

20 �15 �12 �10 �15 �10 �8 �7 

遮　断　璃　切　立　ち　入　り　等 �15 �12 �9 �7 �10 �8 �6 �5 

造反等 �12 �9 �7 �6 �8 �6 �5 �4 

反・一時不停止等 �9 �7 �6 �4 �6 �5 �4 �3 

駐　　停　　　車　　途　　　反 �15 �12 �7 ��6 �5 �3 

12 �10 �6 

定　　員　　外　　乗　　車 �7 �6 ��4 �5 �4 ��3 

6 �4 ��3 �4 �3 ��2 

免　許　証　不　携　帯　寮 �3 ����2 

剛
川
棚
脇

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
一
般
道
路
で
の
着
用
琵

務
つ
け
や
、
交
通
違
反
の
反
則
金
の
引
き
上

げ
を
盛
り
込
ん
だ
政
令
の
改
正
が
こ
の
ほ
ど

決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
高
遠
露
の
ド
ラ
イ

酬
剛
M
l
鰯
講
律
詩
諸
鐙
蹄

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
義
務
づ
け
と
な
り
、
あ

〃

綱

川

W

W

用

ま
し
た
。一

方
交
通
違
反
の
反
則
金
の
改
正
は
来
年

四
月
か
ら
で
、
速
度
違
反
の
う
ち
二
五
キ
ロ

圭
一
〇
キ
ロ
未
満
が
一
万
八
千
円
（
新
設
、

現
行
は
罰
金
）
、
二
〇
キ
ロ
⊥
一
五
キ
ロ
未

満
が
一
万
五
千
円
（
現
行
一
万
円
）
、
一
五

キ
ロ
ー
二
〇
キ
ロ
未
満
が
一
万
二
千
円
（
同

八
千
円
）
と
、
原
則
と
し
て
現
行
の
÷
五

倍
の
引
き
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
駐
車
違
反
は
二
倍
の

一
万
円
（
同
五
千
円
）
、
踏
切
や
交
差
点
の

周
辺
、
バ
ス
レ
ー
ン
な
ど
の
駐
停
車
禁
止
区

域
で
の
駐
停
車
違
反
は
一
一
・
五
倍
の
一
万
二

千
円
（
同
五
千
円
）
に
と
引
き
上
げ
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
駐
停
車
違
反
は
行
政
処
分
点
も

現
行
の
一
点
か
ら
二
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

M
M
出
川
州
問
同
州
剛
出
川
問
W
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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∵
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
．
～

）　　　「人権」を考える㈲　　　　　）

…
今
日
の
社
会
昆
藩
の
由
に
は
、
ま
活
し
て
い
ま
す
e
そ
の
仕
謹
、
人
間
の
一

へ
だ
・
蟄
盤
禄
の
嘗
半
分
に
取
。
除
能
力
・
条
件
・
露
な
ど
に
よ
っ
て
同
じ
…

い
ん
L
p
，

諦
観
鰯
羅
精
華

、

〝
　
要
因
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
「
職
業
に
貴
蟻
な
し
（
尊
い
・
い
や
し
い
　
へ

へ
　
そ
の
中
で
、
家
名
に
対
す
る
露
と
　
と
い
う
へ
だ
て
は
な
い
。
）
」
と
い
う
こ
と
）

（
出
身
地
に
む
け
ら
れ
る
偏
見
に
つ
い
て
　
は
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
逆
も
日
本
で
は
i

少
は
す
で
に
述
べ
ま
し
た
が
、
雪
に
あ
け
　
い
せ
ん
と
し
て
続
い
て
い
る
の
で
す
〇
　
時

い
ら
れ
る
の
か
・
学
歴
の
盟
で
あ
。
ま
　
以
上
、
「
田
夫
の
人
慧
聖
に
つ
」

言
本
は
ま
窟
会
だ
と
言
わ
れ
て
誓
っ
の
間
憂
げ
で
み
ま
し
（

〔
い
ま
す
。
教
育
・
文
化
の
水
崇
高
ま
っ
　
こ
の
四
つ
の
人
権
の
う
ち
、
「
聾
」
　
へ

ー
て
き
て
い
る
な
か
で
、
改
め
て
こ
の
よ
う
　
と
「
出
身
聖
は
入
営
身
が
自
分
で
選
ハ

）
な
藁
が
使
わ
れ
る
の
も
、
社
会
の
碁
盤
∴
ぶ
こ
と
は
で
き
毒
ん
。
壁
と
同
時
に
へ

｝
に
覇
霜
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
　
身
に
つ
い
た
も
の
で
、
自
分
で
は
ど
う
に
ヘ

音
本
の
社
会
で
は
・
馨
が
寡
黙
紬
彊
幸
っ
壱
絶
…

）
近
く
普
及
し
て
い
る
の
で
、
学
歴
に
よ
る
　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
学
壁
と
「
欒
」
一

∵
覇
は
む
し
ろ
な
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
　
は
あ
る
震
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
子

…
な
り
き
ん
。
そ
れ
以
上
の
爵
費
に
す
。
学
薯
つ
け
る
た
め
に
叢
に
行
く
〔

）
っ
け
る
か
ど
う
か
は
個
人
の
畠
で
あ
り
　
か
ど
う
か
幾
分
自
由
で
あ
り
ま
す
。
こ
ー

諦
観
離
嵩
擬
墨
壷

）
も
の
と
罵
れ
享
。
　
　
　
こ
の
絶
爵
人
権
と
鶏
的
人
橋
が
守
へ

…
蜜
は
「
職
業
●
仕
事
」
で
あ
。
ま
　
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
同
和
題
に
つ
（

）
す
。
人
間
は
何
ら
か
の
襲
害
っ
て
生
な
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
　
　
）
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．
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①昭轄鴇鰹宰後3時
㊤芦屋町ボートレース場

⑮遠賀郡農業願連絡協議会

ee �㊨㊤ 
記．念式典（収穫感謝祭、各純愛影） 農畜産物共進会（諒勅、花弁・そ） � 

染着大き（驚欝鶉） �水産コーナー（謙簿的 
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どこの県のマー
クでしょう？

（答はこのペー
ジ左下に）

穿金なんでも相談

お
馳
㊤
＄

日

0

秒

0

▽
日
　
時
　
n
月
豹
日
（
金
）
1
3
時
～
ュ
5
時

▽
場
所
福
岡
県
遠
賀
保
健
所
、
母
子
室

▽
担
当
医
師
　
（
敬
称
略
）

整
形
外
科
　
　
　
入
江
政
男

耳
鼻
咽
喉
科
　
　
永
松
列
板

爪
妃
科
及
び
内
科
楠
本
守

融

資

し

ま

す

あ
な
た
は
、
年
金
の
加
入
手
続
や
年
金
頭

の
襲
方
法
な
ど
を
こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

私
た
ち
の
老
後
の
蒸
し
を
支
え
る
年
雫

在
宅
重
度

身
錬
障
害
茸
の

訪
問
診
査

住
喜
田
公
庫
秋
の
融
資
が
始
ま
り
ま
し

た
。
低
金
利
の
通
常
融
資
に
加
え
、
特
別
割

増
（
三
百
万
円
～
五
百
万
円
）
融
資
も
利
用

で
き
ま
す
。
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

詳
し
い
こ
と
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所

＄
0
9
2
（
7
1
2
）
5
5
5
5
ま
た
は
、

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
と
表
示
さ
れ
た

金
融
機
関
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

関
に
就
職
し
、
看
護
助
手
と
し

て
働
き
な
が
ら
通
学
し
ま
す
。

▽
関
谷
晃
　
遠
賀
中
間
医
師
会
若
輩
向
等
専

修
学
投

合
（
2
0
1
）
3
4
6
3
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

体
験
文
募
集

そ
の
年
金
の
し
く
み

が
、
今
年
四
月
か
ら

変
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
十
月
と
十
一
月

を
「
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
」
と
し
て

皆
さ
ん
に
年
金
の
こ

と
を
も
っ
と
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
「
年
金
な
ん
で

・
n
月
1
4
日
（
金
）

1
0
時
～
1
6
時

。
Ⅱ
月
2
1
日
（
金
）

ュ
0
時
～
舶
時

▽
掲
　
所
　
英
公

民
館
一

階
町
民

ホ
ー
ル

▽
相
談
員
　
八
幡
社

会
保
険

瀧
看
護
学
生
募
集

も
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。
日
頃
思
っ
て
い

る
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
自
分
の
雲
居
ど
う

な
る
の
か
、
な
ど
捷
間
の
点
が
あ
り
ま
し
た

事
務
所
磯
貝
役
場
年
金
係
職
員

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
限
ら
ず
、
い
つ
で

も
年
金
係
窓
口
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
目
的
恵
捻
解
に
陸
曹
が
あ
る
児
蜜

も
し
く
は
、
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
児
童
の
診
査
お
よ
び
相
接
を

行
い
、
能
書
の
治
ゆ
、
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
1
8
稔
案
蒲
の
児
塞

歩
行
田
難
な
ど
の
た
め
に
、
塞
冨
署

更
仕
清
談
所
が
実
施
す
る
巡
回
枯
淡
に
参
加

で
き
な
い
重
度
審
碁
著
の
方
の
お
宅
に

お
医
者
さ
ん
が
出
向
き
、
診
査
及
び
相
談
を

行
な
い
ま
す
。

▽
日
　
程
－
n
月
中
旬
の
予
定

▽
内
　
容
身
体
障
害
峯
肩
の
診
断
（
肢

体
木
自
由
）
、
補
装
具
の
診
断

そ
の
他
助
言
。

診
番
需
堂
の
方
は
、
n
月
5
日
ま
で
に
役

場
福
祉
係
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
や
、
病
気
の
人
た
ち
に
心

優
し
く
、
最
も
信
頼
さ
れ
る
資
質
の
高
い
准

看
護
婦
養
成
を
目
差
し
て
い
ま
す
。
新
校
舎

も
完
成
し
ま
し
た
。
健
康
で
優
し
く
、
意
欲

的
な
入
学
生
を
求
め
て
い
ま
す
。

▽
一
次
彙

・
出
閉
　
館
年
1
月
6
日
～
2
月
同
日

・
試
験
　
6
2
年
2
月
工
3
日
、
9
時
か
ら

▽
二
次
藁

・
白
扇
　
6
2
年
3
月
9
日
～
3
月
ュ
7
日

・
試
験
　
6
2
年
3
月
1
8
日
、
9
時
か
ら

▽
試
験
科
目
午
前
国
語
、
社
会
、
作
文

午
後
面
接
、
身
体
検
査

▽
募
集
人
員
　
4
5
人

▽
資
格
　
中
卒
ま
た
は
、
高
卒
以
上
で
心

身
共
に
健
康
な
人

▽
修
業
年
限
　
2
年

▽
そ
の
化
合
磐
は
原
則
と
し
て
医
療
機

「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
ー
」
と
、

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
思
え
る
よ
う
な
、
温

か
く
て
優
し
い
、
人
の
心
の
通
い
合
っ
た
地

域
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
お
し
え
て
あ
げ
た
い
、
あ
な
た

が
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
作
文
老

い
ま
藁
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
　
県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生

▽
テ
ー
マ
　
学
校
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
て
く
だ

さい。

▽
規
　
格
　
四
百
字
詰
用
紙
四
枚
以
内

冒
頭
に
テ
ー
マ
、
末
尾
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年

連
絡
先
（
垂
襲
号
）
を
罷
大

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
　
切
　
Ⅱ
月
2
0
日

▽
申
込
先
、
間
合
先
福
岡
市
博
多
区
千
代

一
丁
里
香
二
号
、
福
岡
県
東

公
園
会
館
内
、
財
団
法
人
福
岡

県
地
域
福
祉
振
興
基
金

＄
0
9
2
（
6
5
1
）
0
2
9
4
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）6（囲晴
間

M
的⑬禽

h
塾
側
爛
闘
腎
Ⅴ

軟
式
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催

日
こ
ろ
の
練
習
の
成
果
を
た
め
し
て
み
ま
　
▽
大
会
日
　
n
月
ュ
6
日
（
日
）

第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

▽
時
　
間
　
9
時
集
合
、
m
時
試
合
開
始

▽
会
場
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
　
目
　
す
べ
て
ダ
ブ
ル
ス
で
す
。

・
男
子
の
部
・
女
子
の
部

・
マ
マ
さ
ん
の
部

▽
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女
で
し
た
ら

ど
な
た
で
も
O
K

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
か
当
日

9
時
0
0
分
ま
で
直
接
コ
ー
ト
へ

▽
そ
の
他
　
雨
天
の
場
合
は
、
当
日
8
時
5
0

分
に
現
地
決
定

九
月
十
四
日
（
日
）
、
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
参
加
二
十
一
チ
ー
ム
に
よ
る

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
あ
り
ま
し
た
。

各
試
合
と
も
豹
撥
の
結
果
、
昨
年
優
勝
の

L
i
都
府
チ
ー
ム
が
強
姦
を
次
々
と
破
り
、
み

ご
と
二
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準

優
勝
は
新
町
チ
ー
ム
で
し
た
。

ミ
ニ
バ
　
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

白
色
の
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
製
の
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
、
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
規
則
を
基

本
に
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
す
。
ポ
ー

ル
が
柔
ら
か
く
て
軽
い
の
で
、
誰
で
も
箇
串

に
、
そ
し
て
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
多
数
の
季
加
を
待
っ
て
い
ま

す。▽
開
催
日
・
Ⅱ
月
5
0
日
（
日
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
1
2
月
1
日
（
白
）

。
1
月
Ⅱ
日
（
日
）
の
両
日
は
、

遠
宋
小
学
校
、
広
涯
小
学
校
の

体
苔
館

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
対
∴
象
　
ど
な
た
で
も

▽
主
催
　
遠
賀
町
馨
曇
貴
会

▽
指
導
遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

▽
申
込
先
　
教
書
曇
員
会
体
育
係

＄
（
2
9
3
）
ュ
3
5
5

▽
申
込
締
切
　
Ⅱ
月
2
5
日
（
火
）

↓
　
準
優
勝
の
新
町
チ
ー
ム

↑
　
優
勝
し
た
上
別
府
チ
ー
ム

自

己

最

高

記

録

に

挑

戦

－
島
陣
中
学
校
区
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
I

九
月
七
日
（
日
）
、
島
田
小
学
校
プ
ー
ル

で
、
多
数
の
先
生
や
父
兄
、
先
雌
の
中
学
生てしぎめ．レ

の
応
援
の
串
、
八
十
人
の
団
員
は
元
気
に
自

分
の
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
年
は
特
に
、
飛
込
み
、
タ
ー
ン
な
ど
の

苦
手
を
征
服
し
た
団
員
が
多
く
、
み
ご
と
な

ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
に
、
見
守
る
お
か
あ
さ
ん

た
ち
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

背
泳
、
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ

の
四
種
目
を
マ
ス
タ
ー
し
た
団
員
も
多
数
あ

り
、
今
年
の
成
果
に
、
コ
ー
チ
陣
も
び
っ
く

り
。
一
票
覆
出
さ
れ
た
か
き
氷
で
は
、
何
杯

も
お
か
わ
り
す
る
団
員
に
「
こ
ら
”
腹
を
こ

わ
す
ぞ
〃
」
と
コ
ー
チ
の
大
声
が
飛
び
ま
す

が
、
何
の
そ
の
。
窮
録
の
更
新
に
元
気
い
っ

ぱ
い
の
団
員
た
ち
で
し
た
。



固竃館　　　　三豊一蒸 
新着国書（一般〉 
●スキャンダル　　　　　　　　遠藤周作暮∴∴∴∴新潟社 

●義経の母　　　　　　　　　　安西篤子春　読売新聞社 
●想褐　　　　　　　　　　　　西村寿行書　　徳間書店 

●片賢だけの青書　　　　　　　　生忠治超善　　　集英社 

●そして真があがった（上・下）lj山内美江手書　毎日新聞社 
●勝手にしゃべる女　　　　　　　赤Iii次部署　　　新潮社 

●主婦たちの国際会濃　　　　　　野村佳子菅　毎日新聞社 
●九州の薬草　　　　　　　　　高橋貞夫雷∴∴∴∴冨書房 

●九州宿泊、レジャーガイド　　　　　　　　　　交通公社 
●家庭大工全き　　　　　藤井純子・阿部昭吾善　　梧桐書院 

●旅路　　　　　　　　　　　　辻　莫先昏　中央公論社 

●日本人とアイデンティティ　　　河合隼雄善　　　創元社 

●クリスマスケーキとプレゼントケーキ　　　　　ひかりのくに社 

●セーターとジャケット　　　　　　　　　　　　　誰談社 

●肺胞を守る食事258献立　　　　　　　　　　　婦人生活社 

新着図書（児童） 

●野球のルール　　　　　　　　　　　　　　　　小学館 

●木にとまりたかった木のはなし　　黒柳徹手書　　岩崎書店 

その他多数 　　ま．d 

囲晴間
心
筋⑬℡）7（

皆
さ
ん
の
手
で
は
ど
な
く
き
れ
い
に
な
り
ま

した。み
な
さ
ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

I
静
光
園
で
保
育
園
児
と
運
動
会
－

踊
り
に
は
、
お
年
寄
り
か
ら
は
「
ボ
ー
〃
」

と
い
う
驚
き
と
拍
手
が
あ
が
り
、
孫
の
よ
う

な
園
児
と
手
を
取
り
合
っ
て
す
る
ゲ
ー
ム
で

は
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
連
動
現
せ
ま
し
と
か

け
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
で
も

楽
し
か
っ
た
ね
〃

秋
晴
れ
の
十
月
八
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

遠
神
藤
光
閏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
南
部
保
育

園
の
園
児
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
運
動
会
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
ず
武
田
末
吉
さ
ん
が
お
年
寄
り
を
代
表

し
て
元
気
に
選
手
雪
害
。
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス

を
手
は
じ
め
に
、
み
か
ん
を
ち
ぎ
っ
て
く
る

「
秋
の
笑
ち
ぎ
り
」
な
ど
の
競
技
に
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
南
部
保
育
園
児
が
演
技
す
る
組
体
操
や

翻
閣
閣
圏
旧
聞
V

雑
詠
　
　
河
中
萱
選

晴
れ
ゆ
く
や
雨
と
な
ら
ん
や
庭
木
木
の
薬
の

そ
よ
り
と
も
せ
ぬ
ひ
と
時
の
あ
り白

石
一
笑

湿
り
の
い
ま
だ
残
れ
る
夫
の
手
を
胸
に
く
ま

せ
て
我
が
掌
に
包
む
　
　
　
久
野
き
よ
の

青
田
波
寄
す
る
な
か
み
ち
歩
み
つ
つ
さ
な
が

ら
我
も
揺
ら
る
る
こ
と
し
　
一
日
　
房
子

水
か
く
る
水
子
地
蔵
の
か
た
わ
ら
に
一
群
れ

赤
き
宴
珠
沙
華
咲
く
　
　
　
河
原
タ
ツ
ミ

基
の
辺
に
咲
け
る
野
花
老
僕
え
い
っ
母
み
ま

か
り
て
あ
あ
二
十
五
回
忌
　
竹
下
さ
つ
き

池
田
　
幸
利
　
達

初
潮
や
風
や
は
ら
か
き
船
た
ま
り俵

口
　
勝
美

棟
上
げ
の
家
を
ゆ
っ
く
り
中
堅
月中

烏
千
代
女

花
芙
蓉
塵
下
駄
夜
半
の
し
め
り
あ
り

三
村
　
妙
子

大
屋
根
に
人
あ
ら
ば
れ
て
柿
落
す王

野
　
信
参

秋
塊
や
駄
菓
子
屋
子
ら
の
声
縄
へ
す

末
永
キ
ミ
枝

S
聖
薄
型
罷

鉄
道
記
念
日
を
前
に
、
遼
賀
町
在
住
の
国

鉄
O
B
の
皆
さ
ん
が
、
S
L
公
園
の
機
関
車

の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

い
つ
も
子
と
も
た
ち
相
手
に
泥
ん
こ
に
な

っ
て
遊
ん
で
い
た
横
間
車
も
、
国
鉄
O
B
の
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東
洋
医
学
に
つ
い
て
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
申
　
壮
　
介

漢
方
医
学
は
千
八
百
年
前
に
は

立
派
な
医
学
の
体
系
を
整
え
て
お

り
、
機
械
を
使
わ
ず
に
指
先
の
感

じ
に
よ
り
、
徹
に
入
り
紬
に
入
り

身
体
の
情
報
を
把
握
し
て
い
た
の

で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
今
一
例
を
あ
け
ま
す
と
、
現

代
の
医
学
で
す
と
脈
を
診
る
と
き
は
、
脈
の

速
い
遅
い
、
あ
る
い
は
脈
拙
薮
、
血
圧
（
最

高
～
最
低
）
、
さ
ら
に
心
得
図
を
と
り
ま

す
。
つ
ま
り
結
果
を
数
や
図
の
上
で
表
現
し

ま
す
。
東
洋
医
学
で
は
血
圧
計
や
心
想
計
が

あ
っ
て
も
使
わ
ず
、
前
回
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
脈
の
稲
韻
を
最
低
二
十
四
く
ら
い
に
分

け
て
感
じ
、
こ
れ
に
よ
り
病
気
の
将
来
や
処

方
が
方
向
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
こ
で
特

に
強
張
し
た
い
の
は
、
東
洋
お
よ
び
西
洋
の

医
学
に
は
ど
ち
ら
も
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま

す
。
両
方
の
短
所
を
捨
て
、
長
所
を
と
り
合

せ
も
っ
て
一
丸
と
し
た
な
ら
は
、
す
ぼ
ら
し

い
医
学
が
生
れ
∴
人
類
の
幸
福
こ
れ
に
過
ぎ

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
者
の
比
較
優
劣

密
輸
じ
て
い
る
時
で
は
な
い
の
で
す
。

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
統
は
て

お
壊
し
く
だ
さ
い
。

は
い
。
腹
診
は
ま
ず
腹
力
を
調
べ
た
ら
次

の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。
心
下
潜
硬

胸
脇
書
涌
、
宮
内
停
水
、
腹
頂
筋
の
緊
張
、

晴
上
悟
、
晒
下
博
、
癌
血
、
臍
下
不
仁
、
腹

部
膨
潤
、
腸
の
せ
ん
塾
几
進
の
九
つ
で
す
．

耳
馴
れ
な
い
言
葉
で
す
が
先
哲
の
血
と
汗
で

生
れ
た
術
語
で
す
か
ら
、
こ
の
ま
ま
の
字
句

で
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

心
下
痘
硬
（
し
ん
か
ひ
こ
う
）

み
ぞ
お
ち
の
郵
分
が
つ
か
え
る
感
じ
が
あ

っ
て
、
こ
の
部
分
を
押
す
と
璧
机
を
感
じ
、

更
に
強
く
圧
す
る
と
痛
み
や
不
快
感
を
感
じ

る
状
態
で
す
。
セ
リ
科
に
屈
す
る
紫
朗
（
サ

イ
コ
）
と
い
う
薬
草
や
人
参
を
毀
染
す
る
の

か
普
通
で
す
。

胸
臆
苦
満
（
ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
く
く
ま
ん
）

肋
骨
弓
に
沿
っ
て
抵
抗
を
認
め
て
、
さ
ら

に
圧
迫
す
る
と
摘
み
を
訴
え
る
の
を
い
い
ま

す
。
八
割
ま
で
が
右
側
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
症
状
は
肋
骨
弓
の
部
分
が
張
っ
た
感
じ
、

あ
る
い
は
ベ
ル
ト
や
常
が
苦
し
く
て
長
く

し
め
て
い
ら
れ
な
い
と
訴
え
る
人
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
肝
臓
の
異
常
と
関
係
が
あ
り
、
そ

の
他
慢
牲
気
管
支
炎
、
捏
胃
炎
の
人
に
も

表
れ
ま
す
。
前
回
と
同
じ
く
柴
胡
剤
が
処
方

さ
れ
ま
す
。



第397号（9）公⑱西

国事署 �木片類、竹類、木の葉、意復との バック、真鯛頼、断面、強健、布 きれなど 

月曜日 　と �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
広漠、道営、松ノ木、上別府、虫 

木　曜　日 �生津、若葉台、美容、東町、西町 
善良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
個、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 �広渡の一部、上別府の一部 

▽　▽　　　　　▽

慧馨∴警

11月のし尿収集予定衰
無口 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

l（土） �西町、浅木の一都 �上別府（花園） 

4（火） �東町 �広漠 

5（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（木） � �別府、木守 

7（金） �虫生津、木守 � 

14（金） � �別府、上別府（商家） 

5（土） �旧停 � 

7（月） �遠賀川 � 

8（火） �遠賀IIi、新町 � 

19（水） �新町 �鬼津 

（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（金） �新町、広漠（申年田） � 

（土⊃ �鬼津、若松、別府（高瀬）、別府 � 

5（火） �上別腐、浅木、虫生津、別府 � 

（水） �今古賀、尾崎、別府 �鬼津、若松、松ノ木、道営 

7（木） �上別府、木守、鬼津、若松、 尾崎 � 

（金） �浅木 �老良、浅木、鬼津（小鳥掛）、 尾崎（蟹喰） 

（土） �着発台、道営、堂塔寺 �島津、今古賀 

鰹
廟
堂
衛
唖
の
ペ
ー
ジ

▽
期
　
日
　
Ⅱ
月
ュ
0
日
（
月
）

▽
時
間
　
ュ
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

露
盤
霞
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
手
原
交
付

無
料

▽
問
診
票
の
配
布
　
三
歳
～
中
学
生
以
下
、

生
保
お
よ
び
町
県
民
説
が
均
等

到
頭
以
下
の
世
辞
の
人
は
、
無

約
月
の
問
診
票
を
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
、
役
場
に
印
鑑
を
持

参
し
て
下
さ
い
。

な
お
前
記
以
外
の
人
は
問
診

票
を
各
医
院
に
お
い
て
い
ま
す

▽
期
　
日

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
苅
象
者

▽
撰
壁
方
法

m
月
1
日
～
ュ
2
月
工
5
日

町
内
の
次
の
医
院
（
衛
顧
小
児

科
医
院
、
青
柳
医
院
、
遠
賀
添

木
内
科
医
院
、
橋
本
医
院
、
花

野
医
院
、
母
子
記
念
病
院
）

各
医
院
、
病
院
の
診
療
時
間
内

三
歳
以
上
の
希
望
者

一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

を
お
い
て
二
回
接
極

一
一
霞
～
中
学
生
以
下
は
無
料
、

十
五
歳
以
上
は
一
回
に
つ
き
七

百
五
十
円

◎
期
　
日
　
n
月
5
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
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5
0
分
－
的
時
5
0
分

▽
場
所
役
靂
室

▽
対
象
者
生
後
1
ヵ
月
～
ュ
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
体
雫
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な
ど
測
定
、
醗
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金

朝
の
体
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必
ず
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か
っ
て
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下
さ
い
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▽
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金
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日
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間

▽
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所
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者

▽
持
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品
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内
　
容

▽
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金

食
な
ど
指
導

無
料

調
月
職
日
（
水
）

9
時
0
0
分
～
工
0
時
5
0
分

役
憩
室

生
後
3
ヵ
月
～
6
ヵ
月
児

母
子
手
寝
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
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ど
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定
、
蛾
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

無
料



上 棚の避貸調整避語寄寓
日 �曙 �行　　事　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

1 （ 12115 �土 （ 月 �インフルエンザ予防接種 �各医院、病院の 診療時間内 �町内の各 医院病院 �保健衛生係 � �9ページ 

4 �火 �健康体操教室⑨ � �勤労者体育 センター �体　育　係 �健康体操数室生 � 

ち　ぎ　り　絵教　室（り � �中央公民館 �社会教育係 �ちぎり総数室生 � 

5 �水 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保険衛生係 � �9ページ 帝　　　大　　　学 � �中央公民館 �社会教育係 �寿大学受話生 午後：選択コース � 

手指友禅教室⑦ � �中央公民館 �社会教育係 �手指友禅数室生 � 

6 �木 �定例体育指導委員会 �19：30・－ �中央公民館 �体　育　係 �体育指導委員 � 

7 ！ 9 �金 （ 日 �第11回 遠賀町文化祭 � �中央公民館 �社会教育係 �みんなできてね � 

8 �土 �総合検診（もれ者） � �公民館別館 �保健衛生係 �検診の対象者で受けてな い人 �広報 10月10日号 

要　桔　密　着　検　診 � �公民館別館 �保健衛生係 �該当者 �広報 10月10日号 

10 �月 �心∴配，ご　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協議会 �この機会をご利用ください � 

妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

11 �火 �健康体操教室⑲ � �勤労者体育 センター �体　育　係 �健康体縁故室生 � 

10；00－ �老人憩の家 �福　祉　係 � � 

12 �水 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後3カ月－6カ月児 �9ページ 

13 �木 �遠賀中間地区 　老人大学請唾 � �中央公民館 �社会教育係 �老人大学受諒生 午前；赦蛮コース 午後：選択コース � 

14 �金 �民生児童委員会 � �役場 第2会議室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

年金なんでも　相談 � �中央公民館 ホール �年金係 i �どなたでもご自由に �5ページ 

ノー÷　　　　　　　＿一二一一‾

㌻i　∵誓言∵

ふ
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①響通年賀はがき

ふ。5。主：∴詳鬱霊
（9全国版（l）寒牡丹　　　　　　③全国胸2）うさぎと梅　　　④九州版高千穂峰


